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「北極域の科学」ユニオンセッションのご案内　（U051)

　　　　　　　　　　　セッション代表コンビーナ　
　　　　　　　　　　　田中　博　筑波大学計算科学研究センター
2007年5月19-24日に幕張メッセで開催される日本地球惑星科学連合2007年大会では、以下の趣旨で「北極域の科学」ユニオンセッションを企画いたします。詳細は以下のホームページを参照してください。
http://www.jpgu.org/meeting/

なお、今後の予定は以下のとおりです
　１２月１５日：　大会Webにてセッションの公開

　　１月１０日：　投稿受付開始
　　２月１４日：　投稿締め切り
このセッションは以下の３つのサブセッションから構成されております。
サブセッション
1.　北極域の温暖化（担当：田中、島田、平沢、村田、松見、山崎、伊藤）

2.　北極域の水循環（担当：太田、青木、馬、小南、児玉、渡邊、東）

3. 北極域の生態系（担当：神田、中坪、高橋、松浦、斉藤、大澤）
提案母体：日本気象学会、雪氷学会、水文水資源学会、生態学会
多数の参加を期待しておりますので、よろしくご検討をお願いします。
北極域の温暖化：サブセッションコンビーナー
田中博・島田浩二・平沢尚彦・村田功・松見豊・山崎孝治・伊藤久徳
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地球惑星科学連合大会 2007 ユニオンセッション 要旨

主たる研究分野： 地球環境・気候変動学(L)

「北極域の科学」
近年の地球温暖化に伴う気候変動が、自然界のフィードバックを介して最も顕著に現れると言われているのが、北極圏、およびその周辺地域である。2007/2008年に実施される国際極年(IPY)に向けて、国際的な枠組みの中で、気圏―水圏―陸圏の総合的・学際的な研究が進行中である。北極域の観測網を整備し、そこに内在するさまざまなフィードバック過程を包括的に理解し、地球温暖化の将来予測に役立てるためには、複数の専門分野や学界が北極域という共通のキーワードの下に集結し、密な情報交換により相互理解を深めることが重要課題である。本ユニオンセッションでは、対象とする地域の(1)温暖化、(2)水循環、(3) 生態系、という３つのサブセッションに分けて、北極域で生起する諸現象を包括的に探求し、先端研究の最新情報を共有することで、北極域科学の総合的議論を深めることを目的とする。(1)のセッションでは、北極域での温暖化の実態と数値モデルによる将来予測、北極振動の力学的解明とそれに関連する大気海洋相互作用、大気陸面相互作用の把握、海氷の長周期変動と大気海洋循環との関係について議論する。(2)のセッションでは、北ユーラシアおよび周辺地域を中心に、水循環・気候変動、植生変動、雪氷・凍土、氷河の縮退、大気・陸面相互作用などをキーワードとして、気候・水循環研究の成果について議論する。(3) のセッションでは、北極域の温暖化とそれに伴う生態系の変化や環境動態研究の新展開、ツンドラ・北方林および海洋生態系の感受性と物質循環、人間活動の影響などについて議論する。以上、日本発の北極域総合科学の推進に向けて、広範な学問分野からの発表を募集する。
Science in the Arctic Region

The Arctic region and surrounding circumpolar region is the key area for the study of global change because the anthropogenic impact is projected to be the largest in this area due to the complicated feedback processes of the nature. A number of international and interdisciplinary research projects are in progress for the studies on the atmosphere-ocean-land system under the auspice of the International Polar Year (IPY) Project during 2007 to 2008. In order to understand the feedback processes occurring in the Arctic and to project the global warming in the future, we need to establish the intense observational network and to exchange the knowledge and information by combining the different scientific communities under the common interest of the Arctic. The proposed union session consists of three sub-sessions: (1) Global warming connected to the Arctic region, (2) Hydrological cycle in the Arctic region, and (3) Ecosystem in the Arctic region. The objective of the union session is to exchange our knowledge on the observational facts and to deepen our understanding on wide range of natural sciences related to the Arctic and the circumpolar region. We hope that the science in the Arctic draws increasingly more attention in near future, and the proposed union session would serve as the first step for that goal.
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